
沿革
1951年　各種照明器具の製造および販売を目的として(株)大山金属製作所

を東京都三鷹市に設立、同時に三鷹工場を設置し蛍光灯照明器具
の製造、販売を開始。

1954年　蛍光灯放電点灯管(グローランプ)の製造を開始。
1956年　商号を大山電機工業(株)に変更。
1958年　白熱灯照明器具の製造を開始。
1961年　東京都羽村市に羽村工場を開設。
1973年　商号をオーヤマ照明(株)に変更。
1974年　東京都杉並区に本社事務所を設置。
1975年　本社事務所ビルにショールームを開設。
1986年　山形県東根市に山形物流センターを開設。(第I期工事完成)
1990年　兵庫県西宮市に西宮物流センターを開設。
1992年　山形オーヤマ照明(株)を吸収合併し、山形工場を設置。
1996年　商号をオーデリック(株)に変更。
1996年　日本証券業協会に株式を店頭登録。
2005年　アルモテクノス(株)(現・連結子会社)を買収。
2006年　山形工場および山形物流センターを会社分割により子会社化し、

山形オーデリック(株)を設立。
2010年　(株)ジャスダック証券取引所と(株)大阪証券取引所の合併に伴い、

(株)大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）に上場。
2013年　(株)大阪証券取引所と(株)東京証券取引所の現物市場統合に伴

い、(株)東京証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）に上場。
2019年　山田照明(株)(現・連結子会社)を買収。
2020年　株式公開買付により、(有)アマセクリエートが当社の親会社となる。
2020年　MBOに伴い株式を非公開化。
2021年　羽村オーデリック(株)を設立。
2022年　吸収分割により照明器具製造事業に関する権利義務を山形オーデ

リック(株)及び羽村オーデリック(株)に承継。親会社の商号をオー
デリックヘッドクォーターズ(株)に変更し、持株会社体制に移行。

本 社 所 在 地
設 立
代表取締役社長
従 業 員 数
事 業 内 容
Ｈ Ｐ

：
：
：
：
：
：

東京都杉並区宮前 1-17-5
1951 年 6月14日
伊藤　雅人
531名（2023年 3月31日現在）
各種照明器具の製造および販売
https://www.odelic.co.jp	

オーデリック株式会社概要

　今や、企業の共通言語となりつつあるＳＤＧｓ。とりわけ、電設資材メーカーとの親和性は高く、2030年までに達成するこ
とを目指すSＤＧｓ17目標のうち「07：エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「08：働きがいも経済成長も」「09：産業と技
術革新の基盤をつくる」「11：住み続けられるまちづくりを」「12：つくる責任 つかう責任」「13：気候変動に具体的な対策を」
などは、電設資材メーカーの企業活動そのものとも言えます。
　そこで、全日電材連賛助会員の電設資材メーカー各社を順番に訪問し、その先進的な取り組みをご紹介します。

持続可能 な未 来への道

オーデリック株式会社Vol.02

の取組みメーカー各社
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第
2
回
の
訪
問
メ
ー
カ
ー
様
は
東

京
都
杉
並
区
に
本
社
を
構
え
る
オ
ー

デ
リ
ッ
ク
株
式
会
社
様
。本
社
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
に
お
い
て
、今
野
政
義
取
締
役

開
発
本
部
長
、土
屋
勝
取
締
役
営
業
副

本
部
長
、亀
谷
研
志
品
質
管
理
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、柴
崎
毅
彦
営
業
統

括
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、井
上
大

将
郡
山
営
業
所
所
長
の
5
名
に
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

多彩な照明器具で
「健康」「安全」「快適」「便利」を実現

井上大将井上大将
郡山営業所所長郡山営業所所長

土屋勝土屋勝
取締役営業副本部長取締役営業副本部長

今野政義今野政義
取締役開発本部長取締役開発本部長

柴崎毅彦柴崎毅彦
営業統括営業統括
ゼネラルマネージャーゼネラルマネージャー

亀谷研志亀谷研志
品質管理品質管理
ゼネラルマネージャーゼネラルマネージャー
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編
集
部　
ま
ず
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

今
野　

当
社
が
加
盟
し
て
い
る
一
般

社
団
法
人
日
本
照
明
工
業
会
で

は
、あ
か
り
文
化
の
向
上
と
脱
炭

素
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
な
が

ら
、
S
D
G
s
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
拡
大
・
加
速
し
て
い
く

「
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
２
０
３
０
」を
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、新
時
代
の

あ
か
り
の
概
念
と
し
て
、従
来
の

空
間
を
明
る
く
す
る
機
能
だ
け
で

は
な
く
、「
健
康
」「
安
全
」「
快
適
」

「
便
利
」と
い
う
、4
つ
の
さ
ら
に

進
化
し
た
価
値
を
も
た
ら
す
照

明
を「
L
i
g 

h
t
i
n
g 

5.0
」と

総
称
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
こ
で
、当
社
に
お
い
て
も
、

※「
L
i
g 

h
t
i
n
g 

5.0
」を

目
指
し
た
商
品
展
開
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り

組
む
事
に
な
っ
た
背
景
で
す
。

コネクテッドライティング

※「Lighting 5.0」……従来1.0 〜 4.0（1.0：人類が手にした最初のあかり（たいまつやろうそく、油、ガス灯などの炎）、 2.0：白熱電球、 3.0：放電灯、 
4.0：LED照明）に対し、〝Lighting 5.0〟 とは、従来のあかるさを得るためだけの照明ではなく、「健康」「安全」「快適」「便利」な高付加価値な照明で
す。人を中心とした、さまざまなモノやコトとつながる、 Society 5.0（ソサエティ 5.0）の社会に対応する次世代照明」（日本照明工業会）
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編
集
部　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

商
品
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
野　

例
え
ば
、光
で
生
体
リ
ズ
ム

を
整
え
る
助
け
を
す
る
が
コ
ン
セ

プ
ト
の「
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
照
明
」は

「
健
康
」、人
検
知
カ
メ
ラ
機
能
を

追
加
し
た
エ
ク
ス
テ
リ
ア
ラ
イ
ト
や

停
電
時
に
器
具
に
内
蔵
さ
れ
た
非

常
用
の
あ
か
り
が
自
動
点
灯
す
る

「
住
宅
用
非
常
灯
付
シ
ー
リ
ン
グ

ラ
イ
ト
」は「
安
全
」、当
社
が
誇

る
高
演
色
L
E
D
照
明「
Ｒ
15
」

は「
快
適
」、自
由
自
在
な
調
光
・

調
色
で
シ
ー
ン
や
空
間
の
用
途
に

合
わ
せ
た
最
適
な
照
明
環
境
を
ブ

ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
で
実
現
す
る「
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」や
汎
用

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
レ
ー
ル
に
設

置
す
る
可
動
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト「
モ
ー
タ
ー
ド
リ
ブ
ン
ラ
イ
ト
」

は「
便
利
」に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

編
集
部　
「
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
照
明
」

と
い
う
言
葉
は
初
め
て
聞
き
ま
し

た
。

今
野　
ヒ
ト
の
生
体
リ
ズ
ム
と
い
う

の
は
、実
は
24
時
間（
一日
）よ
り
少

し
長
い
の
で
す
が
、朝
に
太
陽
の
光

を
浴
び
、夜
は
光
を
避
け
る
こ
と

で
、24
時
間
に
同
調
し
て
い
ま
す
。

　
　

と
こ
ろ
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
屋
外
に

出
ず
、自
然
光
を
十
分
に
浴
び
な

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
生

体
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、睡
眠
に
問
題

を
抱
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、必
要
な
時
間
に
必
要
な

光
を
人
工
的
に
再
現
し
、生
体
リ

ズ
ム
を
整
え
る
助
け
を
す
る
と
い

う
の
が「
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
照
明
」

の
考
え
方
で
す
。福
井
大
学
と
の

共
同
研
究
に
よ
り
開
発
し
ま
し

た
。

Ｒ 15

サーカディアン照明
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Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
目
標
と
し
て

は
、「
３
：
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を
」に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

編
集
部　
「
Ｒ
15
」に
つ
い
て
も
簡
単

に
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

今
野　
か
つ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
弱
点
と
言

わ
れ
た
肌
の
色
の
細
か
な
差
異
や

唇
の
赤
、日
常
に
存
在
す
る
あ
ら

ゆ
る
も
の
の
色
に
つ
い
て
、発
光
効

率
を
落
す
こ
と
な
く
美
し
く
表
現

す
る
こ
と
を
実
現
し
た
の
が「
Ｒ

15
」で
す
。Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
定
め
る
平
均

演
色
評
価
数
は「
Ｒａ
94
」と〝
ク

ラ
ス
２
〟の
基
準
を
満
た
し
て
い
ま

す
。

　
　

オ
ー
デ
リ
ッ
ク
の「
Ｒ
15
」は
、明

る
さ
そ
の
ま
ま
に
高
い
演
色
性
、

従
来
品
と
変
わ
ら
な
い
価
格
、主

照
明
か
ら
演
出
用
の
あ
か
り
ま
で

豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ（
全
製
品
の

半
数
以
上
）が
特
長
で
す
。

編
集
部　
商
品
展
開
以
外
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

亀
谷　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
意
識
し
て
始
め

た
事
で
は
な
く
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
を
当
社
山
形
工
場（
2
0
0
0

年
）と
羽
村
工
場（
2
0
0
3
年
）

で
取
得
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
て
、全
社
的
に
環
境
問
題
に
対

し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、包
装

材
料
の
廃
ビ
ニ
ル・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

等
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
・
有
価
物
化

な
ど
に
よ
る
廃
棄
物
排
出
量
の
低

減
、製
造
工
程
の
歩
留
ま
り
改
善
、

活
性
炭
追
加
に
よ
る
工
場
排
水
の

浄
化
を
目
的
と
し
た
石
油
由
来
の

有
機
溶
剤
の
削
減
、工
場
を
含
め

た
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、人
感
セ

ン
サ
ー
や
タ
イ
マ
ー
を
使
っ
た
エ
コ

照
明
の
社
内
活
用
、太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
バ
ー
機
器
の
消
費

電
力
へ
の
グ
リ
ー
ン
電
力（
年
間
１

0
，0
0
0
k
W
h
）導
入
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
、ク
ー
ル
ビ
ズ
／
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
、ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ンへ
の
参
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標
と
し
て
は
、

11
：
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
、12
：
つ
く
る
責
任　
つ
か
う

責
任
、14
：
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
、15
：
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

な
ど
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

■
将
来
の
展
望
と
課
題

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
向
け
て

の
課
題
と
い
い
ま
す
と
。

今
野　
や
は
り
商
品
開
発
に
あ
た
っ

て
は
材
料
費
の
高
騰
と
為
替
リ
ス

ク
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。特

に
照
明
器
具
用
の
ガ
ラ
ス
は
輸
入

品
頼
み
の
た
め
、こ
こ
最
近
の
歴
史

的
円
安
水
準
に
よ
る
輸
入
価
格
上

昇
の
影
響
が
直
撃
し
、非
常
に
厳

し
い
状
況
で
す
。

　
　

も
う
一つ
は
業
界
全
体
の
課
題

で
す
。
全
て
の
蛍
光
灯
照
明
器

具
の
製
造
・
輸
出
入
は
2
0
2
7

年
末（
コ
ン
パ
ク
ト
蛍
光
灯
は

2
0
2
6
年
12
月
末
）ま
で
に
終

了
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、現
在
、市
場
に
は
か
な
り
の
数

の
蛍
光
灯
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
6
～
7
億
台
に
も
の
ぼ

る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
だ

け
の
数
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
し
進
め

る
に
は
、我
々
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な

く
、電
材
卸
業
界
、電
気
工
事
業

界
を
含
め
た
業
界
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

土
屋　
な
か
な
か
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
ま

な
い
要
因
の一つ
と
し
て
、都
心
部
の

オ
フ
ィ
ス
に
よ
く
あ
る
シ
ス
テ
ム
天

井
な
ど
は
器
具
交
換
が
難
し
い
の

で
す
。そ
の
た
め
、そ
の
ま
ま
の
状

態
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

J
L
M
A
３
０
１
に
適
合
し
た
光

源
を
選
ぶ
こ
と
を
、選
択
肢
の一つ

と
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
部　
将
来
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取

り
組
み
の
展
望
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
け
ま
す
か
。

今
野　
「
L
i
g 

h
t
i
n
g 

5.0
」

に
基
づ
く「
健
康
」「
安
全
」「
快

適
」「
便
利
」、ま
た
そ
れ
以
上
の

付
加
価
値
を
照
明
器
具
で
実
現

で
き
る
は
ず
だ
と
我
々
は
考
え
て

い
ま
す
。オ
ン・オ
フ
だ
け
で
な
い
付

加
価
値
の
あ
る
照
明
器
具
の
開
発

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

井
上　
家
庭
用
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム

と
、ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

専
用
タ
ブ
レッ
ト
を
併
用
す
る
こ
と

で
、蓄
電
池
の
残
容
量
に
応
じ
て
、

照
明
と
エ
ア
コ
ン
を
自
動
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、よ
り
効
率
的
に
電
気
を

使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

照
明
器
具
は
オ
ー
デ
リ
ッ
ク
の

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
対
応

機
種
、エ
ア
コ
ン
は
各
メ
ー
カ
ー
の
エ

コ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ト
対
応
機
種
、蓄

電
池
は
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
蓄
電
シ
ス
テ
ム
、も
し
く
は

ニ
チ
コ
ン
製
蓄
電
シ
ス
テ
ム（
ト
ラ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
・
単
機
能
型
）と
連
携

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

S
D
G
s
の
達
成
目
標
と
し
て

は
、「
7
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な

に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」と「
13
：

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
照
明

（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
目
標
は「
３
：

す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
商
材
を
拡
販
す
る
た

め
に
電
材
卸
会
社
へ
の
お
願
い

井
上　

各
電
材
卸
店
様
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
の
実
機
を
お
持
ち
し
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。蓄
電
池
の
市

場
は
現
在
、右
肩
上
が
り
で
成
長

し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
電
材

卸
店
様
ル
ー
ト
で
の
販
売
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。是
非
、説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
を
頂
き
、電
材

卸
業
界
で
の
蓄
電
池
市
場
を
盛
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『サーカディアン照明』

『ゼロエネルギーコントロール』
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ＳＤＧｓ
いちおし
商品



　オーデリック株式会社は、わが国が復興期に入りつつある社
会情勢、経済情勢を背景として、事業の拡大を目指し、昭和
26年６月14日、株式会社大山金属製作所として設立されま
した。資本金 140万円、代表取締役社長・大山幸一郎以下
役員7名、従業員34名の陣容で、事務所および第1工場（25
坪）は社長宅の庭に、また第 2工場（51.75 坪）は東京都
三鷹市にありました。その当時のお宝写真です。

会社
のお宝
ご紹介
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